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0.0 緊急度 大

〔緊急に取り組むべき分野〕

注：軸上の「0.0」は回答者による選択率がちょうど５割であることを意味しており、「0.0」より右側が
選択率が５割より高く、左側が５割より低いということを意味している。つまり、「0.0」から右側に
離れるほど、より多くの回答者がその選択肢を選んだことを表す。

出典：社会保障制度に関する国民意識調査報告書（平成20年）

図1　意識調査「緊急に取り組むべき分野」
（出所：H26.3経済財政諮問会議・産業競争力会議合同会議資料）
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２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
６

月
24
日
、「
少
子
化
と
人
口
減
少

を
克
服
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
総

合
的
な
政
策
の
推
進
」
に
よ
り
、

「
50
年
後
に
１
億
人
程
度
の
安
定

し
た
人
口
構
造
を
保
持
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
す
る
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
４
」が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
５
月
８
日
に

は
、
産
学
有
志
か
ら
成
る
日
本
創

成
会
議
が
、
今
後
も
人
口
移
動
が

収
束
し
な
い
と
い
う
仮
定
に
基
づ

く
独
自
の
推
計
に
よ
り
、
全
国
の

49
・
８
％
に
相
当
す
る
８
９
６
の

市
町
村
に
お
い
て
、
20
～
39
歳
の

女
性
が
２
０
４
０
年
ま
で
に
50
％

以
上
減
少
し
、将
来
的
に「
消
滅
」

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ポ
ー
ト
を
発

表
し
て
い
る
。
７
月
に
は
全
国
知

事
会
が
少
子
化
対
策
の
抜
本
強
化

を
掲
げ
る
「
少
子
化
非
常
事
態
宣

言
」を
決
定
。
11
月
に
は
、４
日
、

首
相
を
議
長
と
す
る
経
済
財
政
諮

問
会
議
の
有
識
者
会
議
「
選
択
す

る
未
来
」
委
員
会
が
、
出
生
率
や

生
産
効
率
が
向
上
し
な
い
場
合
、

２
０
４
０
年
代
か
ら
日
本
経
済
が

マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
る
と
す
る
最

終
報
告
書
を
提
出
、
６
日
に
は

首
相
を
本
部
長
と
す
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
の

有
識
者
会
議
で
、
合
計
特
殊
出

生
率
を
１
・
８
程
度
へ
の
引
き
上

げ
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
打
ち

出
す
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
骨
子

案
を
政
府
が
示
し
た
。
28
日
に

は
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
る
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。

１
９
９
２
年
の
『
国
民
生
活
白

書
』
に
お
い
て
「
少
子
社
会
の
到

来
、
そ
の
影
響
と
対
応
」
と
い
う

副
題
を
掲
げ
ら
れ
て
以
来
、「
少

子
化
」
と
い
う
言
葉
は
頻
繁
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

２
０
０
３
年
に
は
少
子
化
社
会
対

策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
な

ど
と
関
連
し
て
議
論
が
な
さ
れ
る

な
ど
、
少
子
化
と
い
う
課
題
の
存

在
自
体
は
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
で

は
、
諸
外
国
に
比
べ
、
人
口
に
つ

い
て
の
学
術
的
・
政
策
的
な
議
論

が
重
視
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
欧
米
や
ア

ジ
ア
諸
国
で
は
、「
人
口
学
」
に

相
当
す
る
学
部
・
学
科
、
研
究
所

等
が
豊
富
に
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
と
日
本
大
学
人
口
研
究

所
が
あ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る

（
注
１
）。国
民
意
識
と
し
て
も
、

例
え
ば
図
１
の
よ
う
に
、
少
子
化

対
策
と
年
金
制
度
、
医
療
制
度
、

介
護
制
度
は
密
接
に
関
連
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
少
子
化
対
策
の

優
先
度
を
圧
倒
的
に
低
く
見
積
も

る
な
ど
、「
人
口
問
題
」
に
つ
い

て
の
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
０
８
年

を
ピ
ー
ク
と
し
て
国
の
人
口
が
減

少
を
開
始
す
る
中
、
超
高
齢
社
会

へ
の
突
入
、
経
済
領
域
に
お
け
る

人
手
不
足
な
ど
と
相
ま
っ
て
、「
人

口
」
が
国
の
政
策
課
題
の
前
線
に

押
し
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

若
者
層
の
減
少
に
限
ら
ず
、

自
治
体
に
と
っ
て
人
口
構
造
は
都

市
経
営
の
根
幹
を
成
す
要
素
で
あ

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
規

定
要
因
で
あ
る
。
横
浜
市
は
戦
後

一
貫
し
て
人
口
増
加
を
遂
げ
て
き

た（
７
ペ
ー
ジ
図
１
、図
３
参
照
）。

特
に
高
度
成
長
期
の
人
口
増
加
は

急
激
で
あ
り
、
１
９
６
０
年
代
か

ら
１
９
７
０
年
代
に
か
け
て
策
定

さ
れ
た
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、

学
校
、
上
下
水
道
、
道
路
等
の
各

種
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
追
わ
れ

て
い
た
当
時
の
状
況
を
受
け
て
、

人
口
流
入
の
「
抑
制
」
を
政
策
課

題
に
掲
げ
、
将
来
人
口
推
計
値
よ

り
も
低
い
人
口
を
目
標
と
し
て
設

定
し
て
い
た
（
注
２
）。
そ
の
後
、

人
口
増
加
の
ペ
ー
ス
が
落
ち
着
き

を
見
せ
る
１
９
８
０
年
代
以
降
は

明
確
な
「
人
口
政
策
」
を
掲
げ
ず

に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
平
成
24
年
度
に
行
っ

た
将
来
人
口
推
計
に
お
い
て
は
、

２
０
１
９
年（
平
成
31
年
）を
ピ
ー

ク
と
し
て
人
口
減
少
に
転
ず
る
と

と
も
に
、
２
０
３
５
年
（
平
成
47

年
）
に
は
高
齢
化
率
が
30
％
を
超

え
る
と
い
う
推
計
結
果
が
示
さ
れ

２　

横
浜
と
人
口

１　

政
策
課
題
と
し
て
の
人
口
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（
注
１
）
速
水
融
『
歴
史
人
口
学
の
世
界
』

岩
波
現
代
文
庫
、
２
０
１
２
年
、
３
ペ
ー
ジ

（
注
２
）
例
え
ば
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）

策
定
の
「
横
浜
国
際
港
都
建
設
総
合
計
画
」

で
は
、
１
９
６
４
年
の
１
６
７
万
人
か
ら

１
９
７
５
年
に
２
７
０
万
人
に
増
加
す
る
と

い
う
推
計
に
対
し
、「
過
度
の
人
口
流
入
を

抑
制
」
す
る
こ
と
に
よ
る
目
標
値
と
し
て

２
３
５
万
人
を
掲
げ
、
秩
序
あ
る
高
度
な
土

地
利
用
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

た
。
調
査
季
報
１
７
３
号「
政
策
五
十
年
史
」

５
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
注
３
）「
足
に
よ
る
投
票
」
モ
デ
ル
は
経
済

学
者
テ
ィ
ブ
ー
が
１
９
５
６
年
の
論
文
で
提

示
し
た
。
多
様
な
自
治
体
の
間
で
「
足
に
よ

る
投
票
」
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
選
好
の
類
似
し
た
住
民
が
特
定
の
自
治

体
に
集
ま
り
、
公
共
財
の
供
給
が
効
率
的
に

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
。
佐
々
木

公
明
他
『
都
市
経
済
学
の
基
礎
』
有
斐
閣
ア

ル
マ
、
２
０
０
０
年
、
２
２
６
ペ
ー
ジ
）

て
お
り
、
そ
う
し
た
「
超
高
齢
・

人
口
減
少
社
会
」
の
進
展
に
対

し
、
従
来
の
政
策
体
系
で
対
応
可

能
で
あ
る
か
の
見
極
め
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
場
面
が
訪
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。例
え
ば
、今
後
、

中
長
期
的
に
深
刻
化
が
想
定
さ
れ

る
課
題
と
し
て
、
災
害
時
対
応
、

孤
立
死
、
地
域
で
の
看
取
り
、
認

知
症
対
応
、
空
き
家
・
空
き
地
、

交
通
・
買
い
物
弱
者
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
全

て
が
地
域
の
人
口
数
や
年
齢
構
成

等
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

本
特
集
は
、
人
口
の
増
加
や
減

少
に
対
し
て
、
特
定
の
価
値
判
断

を
行
う
の
で
は
な
く
、
市
民
生
活

や
市
政
に
影
響
を
与
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
環
境
要
因
の
一
つ
と
し

て
「
人
口
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の

実
態
を
き
め
細
か
く
把
握
す
る
た

め
の
「
読
み
方
」
を
具
体
的
・
多

角
的
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
人
口
に
関
す
る
政
策
論
議
の
基

盤
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

人
口
デ
ー
タ
を
「
読
む
」
視
点

は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
中
で
、
本
特
集
で
は
、
特
に
３

つ
の
視
点
に
留
意
し
た
い
。

一
つ
は
全
市
人
口
や
区
単
位
の

人
口
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
全
国

的
な
動
向
や
横
浜
市
を
と
り
ま
く

他
の
自
治
体
と
の
関
係
性
な
ど
の

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
と
、
町
別
の
人
口

な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
動
向
と
を
合
わ

せ
て
見
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
空
間

的
に
「
鳥
の
目
、
虫
の
目
」
を
行

き
来
し
な
が
ら
、
ミ
ク
ロ
、
マ
ク

ロ
の
両
方
向
か
ら
「
横
浜
の
人

口
」を
読
み
解
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
、
時
間
軸
に
つ
い
て
も
、

直
近
の
状
況
を
見
る
だ
け
で
な

く
、
横
浜
と
い
う
都
市
が
形
成
さ

れ
て
き
た
長
い
ス
パ
ン
で
現
在
に

至
る
歴
史
的
推
移
を
見
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
人
口
推
計
の
手
法
な
ど

に
基
づ
き
将
来
人
口
の
行
方
も
見

据
え
な
が
ら
議
論
を
す
る
こ
と

で
、「
現
在
地
」
の
位
置
づ
け
が

明
確
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
空
間
軸
・
時
間

軸
に
沿
っ
て「
鳥
の
目
、虫
の
目
」

を
必
要
に
応
じ
て
使
い
分
け
な
が

ら
「
森
を
見
て
木
も
見
る
」
こ
と

を
意
識
す
る
こ
と
と
す
る
。

国
の
人
口
と
自
治
体
の
人
口
と

の
大
き
な
相
違
点
と
し
て
、「
足

に
よ
る
投
票
」が
挙
げ
ら
れ
る（
注

３
）。
こ
れ
は
住
民
が
自
ら
の
選

好
に
合
致
し
た
自
治
体
に
居
住
地

を
変
え
る
こ
と
を
指
し
て
、
比
喩

的
に
「
投
票
」
と
称
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。国
に
と
っ
て
の「
投
票
」

は
諸
外
国
と
の
出
入
り
で
あ
り
、

そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
限
ら
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
自
治
体
は
ま
さ
し

く
日
々
「
足
に
よ
る
投
票
」
に
よ

り
「
選
ば
れ
て
い
る
」
と
い
う
現

実
が
あ
る
。
例
え
ば
平
成
25
年
の

横
浜
市
内
に
お
け
る
出
生
数
、
死

亡
数
は
そ
れ
ぞ
れ
約
３
万
人
前
後

で
あ
る
の
に
対
し
、
市
内
移
動
も

含
め
た
転
入
数
・
転
出
数
は
そ
れ

ぞ
れ
約
21
万
人
で
あ
り
、
市
外
移

動
だ
け
に
限
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
約

13
万
人
に
上
る
（
11
ペ
ー
ジ
表
４

参
照
）。

ゆ
え
に
人
口
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
の
２
つ
目
の
視
点
と
し

て
、
人
口
数
の
推
移
を
見
る
だ
け

で
な
く
、
人
口
動
態
の
内
訳
と
し

て
、
出
生
、
死
亡
か
ら
な
る
「
自

然
動
態
」
と
、
転
入
、
転
出
か
ら

な
る
「
社
会
動
態
」
を
区
分
し
て

見
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

最
後
に
、
年
齢
別
人
口
と
い
う

視
点
を
挙
げ
た
い
。
例
え
ば
国
の

人
口
は
２
０
０
８
年
が
ピ
ー
ク

と
さ
れ
る
が
、
生
産
年
齢
人
口

（
15
か
ら
64
歳
）
に
つ
い
て
は

１
９
９
０
年
代
に
、
年
少
人
口
に

至
っ
て
は
、
１
９
８
０
年
頃
に
、

そ
れ
ぞ
れ
す
で
に
ピ
ー
ク
を
超
え

て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
「
人
口
減

少
」
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
の
問

題
意
識
が
日
本
社
会
に
お
い
て
十

分
に
共
有
で
き
な
か
っ
た
理
由
と

し
て
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
高

齢
者
の
増
加
が
総
人
口
の
増
加
に

寄
与
し
、
そ
の
結
果
、
年
少
人
口

や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
「
隠

さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
言
い
方
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
逆
に
今

後
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
人
口
が

増
加
し
た
こ
と
の
必
然
的
帰
結
と

し
て
死
亡
者
数
が
増
え
て
い
く
こ

と
が
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少

を
「
過
大
に
見
せ
る
」
と
い
う
効

果
を
生
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
年
齢
別
の
人
口

構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
課

題
の
本
質
に
迫
る
た
め
に
は
、
人

口
総
数
だ
け
で
な
く
、
年
齢
別
の

内
数
を
意
識
的
に
見
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

始
め
に
現
在
の
横
浜
市
行
政
に

お
い
て
、
人
口
と
い
う
要
因
が
政

策
推
進
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に

参
照
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
横
浜
市
全
体
の

人
口
動
向
の
概
況
を
確
認
す
る

（《
２
》、《
３
》）。
次
に
、
将
来

人
口
推
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
解
説
す
る
（《
４
》）。

続
い
て
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
た

分
析
と
し
て
、
年
齢
別
や
エ
リ
ア

別
の
人
口
に
つ
い
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活

用
し
た
分
析
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
（《
５
》）、
市
民
意
識
調
査
か

ら
人
口
動
向
に
関
連
す
る
デ
ー
タ

を
紹
介
す
る（《
６
》）。
さ
ら
に
、

鶴
見
区
、港
北
区
、保
土
ケ
谷
区
、

金
沢
区
の
４
区
に
つ
い
て
、
区
単

位
、
さ
ら
に
は
町
単
位
で
の
人
口

動
態
等
に
つ
い
て
の
分
析
を
掲
載

す
る
（《
７
》）。

最
後
に
、
人
口
を
論
じ
る
上

で
、
中
長
期
的
に
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
く
る
「
出
生
」
と
「
子
育

て
支
援
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
金
子
隆
一
副
所
長
と
ニ
ッ

セ
イ
基
礎
研
究
所
の
天
野
馨
南

子
氏
よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

（《
８
》、《
９
》）。

３　

人
口
を
読
む
視
点
①「
鳥
の

目
、虫
の
目
」

４　

人
口
を
読
む
視
点
②
自
然
動

態
と
社
会
動
態

５　

人
口
を
読
む
視
点
③
年
齢
別

人
口

６　

特
集
の
構
成


